
11 月を迎えて、朝と日中との寒暖差が 15℃近くになり、薄着で体を冷やさないように、重ね着をして

います。気象庁の３か月予報によると、エルニーニョ現象の影響で、北日本の気温は平年並みか高く、東・

西日本と沖縄では高くなるそうです。また、降雪量は雪国を中心に平年と比べて少ない予報になっていま

す。私自身、最近の気候が暖かいのか寒いのか、よくわからなくなるので、家の中でも、頻繁に長袖の上

着を着たり、脱いだりしています。皆様は、寒暖差で体調を崩されていませんか。院長の喜多です。 

先日、東近江市にある太郎坊宮（正式名：阿賀神社）までお参りに行って来ました。数年前に、紅葉の名

所である湖東三山まで車で向かう途中に、きれいな三角形をした赤神山の中腹辺りに社殿が建っているの

を見て以来、いつかはお参りに行きたいと思っていました。昔から、この赤神山は神様が宿る霊山とされ

ていて、今から約 1400年前に、聖徳太子がこの地を訪れた際に、この山の神様を祀ったことが、太郎坊

宮の始まりとされています。この神様は、勝利と幸福を授ける、ご利益がすぐに現れる大神様で、伊勢神

宮の天照大神の第一皇子神にあたります。その名前には、「正哉吾勝勝速日天忍穂耳尊（まさかあかつかち

はやひあめのおしほみみのみこと）」といい、「まさに勝った、私は勝った。朝日が昇るように鮮やかに、

速やかに勝利を得た」という、勝利を象徴する意味が込められています。勝利には己に克つという意味が

あることから、修業の場として、多くの修行僧が訪れたそうです。また、比叡山延暦寺を開いた伝教大師

最澄もお参りになり、この神様の神徳に感銘されて、50余りの社坊を建立されたそうです。源義経も、戦

の勝利を祈願して訪れたという伝説もあるそうです。今ではスポーツ選手が願懸けでよく訪れるようです。 

この山には、夫婦岩と呼ばれるパワースポットがあり、高さ約 12ｍの巨石が、幅約 80㎝、長さ約 10

ｍの狭い空間を作りながら、対になって向い合っています（神力によって二つに割れたとされています）。

昔から、この岩の上には（太郎坊という名前の）天狗が住んでいて、この神社を守護しているという言い

伝えから、太郎坊宮とも呼ばれています。２つの巨石に挟まれた狭い道を、善人が通ると何も起こらない

が、悪人が通ろうとすると、岩の割れ目が閉じて挟まれるという伝説があるそうです。メタボで少しお腹

周りが大きくなった私でも、まだ問題なく通れましたので、本殿まで参拝してお願い事をして来ました。 
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